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第1部　気象業務の現状と今後

ɹػۭߤͷӡߤʹ͓͍ͯɺۭ Λৗʹड͚͍ͯΔͨΊɺͦڹͷӨؾΛؚΊͯ࣌Ͱͷணߓ ͷ҆શੑɺ

շదੑɺఆٴੑ࣌ͼੑࡁܦͷ֬อʹɺؾใ͕ॏཁͳׂΛ୲ͬͯ ͍· ɻ͢ؾிɺࡍࠃຽؒ

ػۭߤ ʢؔ*$"0ʣੈքؾػ ʢؔ8.0ʣ͕ఆΊΔࡍࠃతͳ౷Ұج४ʹۭߤࡍࠃ͍ͯͮجͷͨΊͷ

ߦΛۀؾ ͱ͏ͱʹɺࠃۭߤͷͨΊͷಠࣗͷؾۀ࣮ͯ͠ࢪ ͍· ɻ͢

ɹྫ͑ɺग़ൃۭ͔ߓΒతۭߓͷඈܭߦըΛཱͯΔͱ͖ɺతۭߓͷఱީ͔ΒɺۭதͰͷػ

ସۭߓͷணͷՄੑΛஅ͠ɺ͢ࡌΔ೩ྉΛܾఆ͠· ɻ͢·ͨɺ্ۭͷ෩ͷ༧ѱఱͷ༧

ਤ͔ΒɺඈߦதཚྲྀؾʹΑΔ༳Εͷগͳ͍ߴॴɺ೩ྉ͕અͰ͖Δߴۭߤ࿏ɺ౸ண༧ఆ

·ͳͲΛܾఆ͠ࠁ࣌ ɻ͢

� ͷ҆શͳͲͷͨΊͷใۭߤ

空港気象ドップラーレーダーとライダー 空港気象ドップラーレーダーで
検出されたウィンドシアー

レーダー（雨の強さの分布や降水時の上空の風の観測が可能）と
ライダー（非降水時の上空の風の観測が可能）の両方を設置する
ことによって、降水がある時もない時も上空の風を観測できます。

赤い楕円がマイクロバースト、点線がシアーラインを表します。
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空港の予報・警報を作成する現場

空港の予報の発表例

数値予報、気象レーダー、気象衛星などの資料を使用して飛行場予報を作成しています。
全国 36空港の飛行場予報や飛行場警報を発表しています。

空港の予報は、航空機が安全に離着陸できるかどうかを判断する重要な情報であるため、1時間毎の詳細な予報が求
められています。
図は東京国際空港における飛行場予報（時系列形式）の発表例で、縦の列は 16UTC～ 00UTC（日本時間午前 1時
～ 9時）の 1時間毎の予報を表し、横の段は上から風、視程、雲底（雲の底）の高さ、天気、気温、気圧を表して
います。

1�8



第一部
第一部

第1部　気象業務の現状と今後

（１）空港の気象状況に関する情報

ɹػۭߤͷணʹɺ෩ࢹఔʢݟ௨ ΔͤڑʣɺੵཚӢʢཕӢʣͳͲͷؾঢ়͕گେ͖͘ Өڹ ·͠ ɻ͢

ɹؾிͰɺશࠃ ຢؒ࣌�ɺ͍͓ͯʹߓۭ�� �� ͝ͱʹఆ؍࣌ଌΛ͍ߦɺ·ͨؾঢ়گΛ͠ࢹɺ

ͦΕΒͷใΛ੍ౝʹ͍Δ੍ۭߤۭߤձࣾͷӡߤཧऀɾύΠϩοτΛ͡Ίͱ͢Δۭؔߤ

ऀਝʹ௨ใͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ౦ژాͳͲͷࠃͷओཁͳ�ۭߓͰɺۭؾߓυοϓϥʔϨʔμʔʹΑΓɺཕӍͷ࣌ͳͲʹൃੜ

͢ΔେؾԼͷ෩ͷٸมҬʢΟϯυγΞʔ
߱ਫҬΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺ౦ژɾాɾؔͷ֤ࠃ

υοϓϥʔϥΠμʔΛઃஔͯ͠ؾߓۭ͍͓ͯʹߓۭࡍ ɺ߱ਫΛΘͳ͍߹ͷͷΟϯυγΞʔɺ

ண࣌ʹӨ͢ڹΔݐɾܗʹΑΔ࿏ۙͷ෩ͷཚΕΛ؍ଌͯ͠ ͍· ɻ͢͜ΕΒʹΑΓɺண

͢Δػۭߤͷ҆શʹӨ͢ڹΔͷΟϯυγΞʔ͕؍ଌ͞Εͨ߹ɺΟϯυγΞʔใͱ͠ ͯͪʹ

·Λ௨ͯ͡ύΠϩοτୡ͞Ε੍ ɻ͢

（２）空港の予報・警報に関する情報

ɹػۭߤͷඈܭߦըΛཱͯΔࡍɺग़ൃલʹɺग़ൃͷۭߓɺతͷۭߓɺͦ͠ ͯఱީෆྑͳͲԿΒ͔

ͷཧ༝ͰతͷۭߓʹணͰ͖ͳ͍߹ͷସۭߓͷؾใ͕ඞཁͱͳΓ· ɻ͢͜ ͷͨΊؾிɺ

ͷ෩Ӣͷߓۭ ɾྔߴ ͞ɺࢹఔʢݟ௨ ΔͤڑʣɺఱؾͳͲͷৄࡉͳ༧ใʢඈߦ༧ใʣΛؒ࣌��ઌ·Ͱɺ

ͯ͠ߤศͳͲ͕ӡظఆࡍࠃ ͍Δ�� ରͯ͠ʹߓۭ ൃදͯ͠ ͍· ɻ͢ඈߦ༧ใɺࠃ֎ͷۭߤձࣾͷ

ӡߤཧऀɾύΠϩοτΛ͡Ίͱ͢Δऀۭؔߤఏ͠ڙɺӡܭߤըͳͲʹར༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ඈߦ༧ใΛൃදͯ͠ ͍Δۭߓʹରͯ͠ ɺڧ෩େઇͳͲʹΑΓ্ͷػۭߤۭࢪߓઃٴͼۀʹ

ѱӨڹΛٴ΅͓ͦ͢Ε͕͋Δ߹ɺʮඈߦܯใʯΛదٓൃද͠ɺऀۭؔߤʹରͯ͠ ռΛଅͯ͠ܯ ͍

· ɻ͢

空港に整備する気象観測測器の配置列 目視観測を行っている様子

滑走路の本数等、空港の個別事情により配置は異なります。

視程、大気現象、雲形及び雲底の高さを目視により観測します。
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͜ͷ΄͔ɺ֤ۭߓͰɺ੍ۭߤύΠϩοτͳͲͷऀۭؔߤʹରͯ͠ ɺؾঢ়گޙࠓͷ༧ʹͭ

ͯͬߦ಄ͰղઆͳͲΛޱ͍ͯ ͍· ɻ͢

（３）上空の気象状況に関する情報

ɹඈߦதͷཚྲྀؾՐࢁփͱͷૺ۰ɺػମͷམཕணණͷൃੜɺػۭߤͷӡߤͷ҆શੑͱշదੑ

ʹେ͖͘ Өڹ ·͠ ɻ͢

ɹؾிɺ͜ͷΑ ͳ͏େݱؾʹ͍ͭͯຊଠฏ༸্ۭͷࢹΛ͍ߦɺཕిɺ෩ɺཚྲྀؾɺ

ணණٴͼՐࢁͷԎʹؔ͢Δ؍ଌɾ༧ଌใΛʮγάϝοτใʯͱ͠ ͯਵൃ࣌දͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺ �

ͷҐஔѱఱҬΛਤʹΑͬྲྀؾઌͷδΣοτؒ࣌ ͯࣔ͠ ʮͨࠃѱఱ༧ਤʯɺѱఱͷ࣮گΛղઆ͠ ʮͨࠃ

ѱఱղੳਤʯΛఆظతʹఏͯ͠ڙ ɺӡܭߤըͷࢧԉΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹฏ �� ʢ���� ʣ�݄ɺΞΠεϥϯυʹ͋ΔՐ͕ࢁՐ͠ɺͦͷՐࢁփ͕Ϥʔϩού֤ʹ͕Δ͜

ͱ͕༧͞Εͨ͜ͱ͔Βɺ �िؒʹΘͨͬͯ ߤ

Εɺ͞ݶ੍͕ߦͷඈػۭ ��ສศͷ͕ܽػۭߤ

͠·͠ߤ ͨɻຊੈք༗ͷՐࠃࢁͰ͋Γɺࡩ

ౡͳͲɺۭߓͷۙ͘ʹ ࡏଘ͕ࢁಈ͢ΔՐ׆ʹൃ׆

͢Δྫ͋Γ· ɻͦ͢ͷͨΊɺػۭߤͷ҆શͳӡ

Λ֬อ͢Δ͏ߤ ͑ͰɺՐࢁͷใେมॏཁͰ ɻ͢

ػۭߤຽؒࡍࠃிؾ ʢؔ*$"0ʣ͔Βͷࢦఆ

Λड͚ͯɺ౦ۭߤژ࿏Րࢁփใηϯλʔʢ7""$ʣ

ΛӡӦͯ͠ ͍· ɻ͢ಉηϯλʔͰɺ౦ΞδΞٴͼ

ଠฏ༸ʹ͓ Δ͚ՐࢁԎͷঢ়گΛ͠ࢹɺՐ

ࢁ࿏Րۭߤଌɾ༧ଌใʢ؍փͷʹؔ͢Δࢁ

փใʣΛࠃ֎ͷऀۭؔߤʹఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢

パイロットに対して口頭解説を行っている様子

各空港では、航空管制官やパイロット
などに対して、気象状況や今後の予想
について解説しています。

火山灰の動向を監視・予測する現場

東京航空路火山灰情報センターは気象庁本庁内にあり、24 時間体制で火
山灰を監視し、航空路火山灰情報などを発表しています。
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世界の航空火山灰情報センター（VAAC）

航空機の火山灰による災害を防止、軽減するため、世界に 9つの航空路火山灰情報センターがあり、東京航空路火
山灰情報センターはアジア太平洋地域を担当しています（図中の赤枠内）。●はVAAC所在地、▲は主要火山。

桜島・霧島定時拡散・降灰予測図の例

この図は仮に桜島や霧島山が今突然噴火した場合、火山灰がどのように拡散していくのかを 1時間毎に予想したものです。
この予想図は技術開発中のものですが、航空会社からの要望を受け、試験的に航空関係者へ提供しています。
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（４）航空関係者に利用される航空気象情報

ɹؾிɺۭߓͳͲͰۀΛͯͬߦ ͍Δۭؔߤ

ऀʹରͯ͠ ɺඈߦͷؾ؍ଌͷ݁Ռ༧ใɺ্ۭͷ

෩ؾԹɺѱఱͷ༧ਤͳͲͷؾใΛఏ͍ͯ͠ڙ

· ɻۭ͢ߓͷ؍ଌ༧ใͳͲͷؾۭߤใɺࠃ

֎ͷऀۭؔߤʹఏͯ͠ڙ ͍Δ΄͔ɺओཁͳۭߓ

ۭҬͷؾใɺඈߦதͷػۭߤʹରͯ͠ ɺ์

ૹࠃަ௨লہۭߤͷແઢ௨৴ʢରۭ௨৴ʣͳͲΛ

௨ͯ͡ఏͯ͠ڙ ͍· ɻ͢·ͨɺຊͷۭͷަ௨Λܭըత

ʹཧ͢ΔۀΛͯͬߦ ͍Δަۭߤہۭߤ௨ཧηϯ

λʔʢԬࢢʣͰɺ੍ͱಉ͡ӡ༻ࣨͰɺؾி

ͷަۭߤ௨ؾηϯλʔͷ༧ใ͕ɺ੍ͳͲʹର

ͯ͠ ղڙใͷఏؾ௨ཧͷͨΊʹඞཁͳަۭߤ

આΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

（５）より精度の高い予測を目指して

ɹ౦ߓۭࡍࠃژͰɺฏ �� ʢ���� ʣʹ৽࿏ͷٴ༺ڙͼࡍࠃఆظศͷӡ͕ͦߤΕͧΕ։࢝

͞ΕɺटۭݍҬʹ͓ Δ͚ػۭߤͷަ௨ྔɺ·͢·͢૿Ճͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹͻͱͨͼ౦ڧ͕ߓۭࡍࠃژ෩ཕӍͳͲʹΑͬ ͯண͕Ͱ͖ͳ ͳ͘ΔΑ͏ ͳؾঢ়ଶͱͳͬͨ߹ɺଟ

ͷۭ͕ػۭߤதͰ͢ػΔ ͱ͜ͱͳΓɺຊશମͷػۭߤͷӡߤʹӨڹΛٴ΅ͨ͢Ίɺ͔ऀۭؔߤ

Βɺ͜Ε·ͰҎ্ʹৄࡉͰਫ਼ͷؾ͍ߴใ͕ඞཁͱ͞ Ε͍ͯ· ɻ͢͜ͷͨΊؾிɺฏ �� 

͔ΒटۭݍҬͳͲަ௨ྔ͕աີͳۭҬͷؾใͷ Β͞ͳΔߴԽΛਤΔతͰɺΑΓ៛ີͳ

༧ใϞσϧʢୈ�ষࢀরʣͷ։ൃʹऔΓΜͰ͖·͠ ͨɻ͜ͷٕज़։ൃͷՌΛɺฏ �� ͔Βӡ༻Λ

։࢝͢Δؾۭߤ༧ใ༻εʔύʔίϯϐϡʔλʹऔΓࠐΈɺඈߦਐೖܦ࿏্ͷ෩ؾԹɺ߱ਫͳͲ

ͷ༧ଌਫ਼্Λࢦ ·͠ ɻ͢

気象庁の気象情報を利用するパイロット

航空会社などのパイロットや運航管理者は、出発前に飛行計
画を立てます。その際、気象庁による大気の立体的な解析や
予想に関する情報は、最も揺れる可能性が少なく経済的な飛
行経路の選定に役立てられています。また、運航管理者は、
最新の上空の気象情報を飛行中のパイロットへ無線などを通
じて適宜伝えています。
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（６）ISO9001品質マネジメントシステムの導入

ɹؾۭߤۀɺࡍࠃຽؒػۭߤ ʢؔ*$"0ʣੈքؾػ ʢؔ8.0ʣʹΑΔࡍࠃతͳཁ߲ࣄٻ

ར༻ऀ͔Βͷཁ߲ࣄٻΛຬͨ͠ ·ඞཁ͕͋Γ͏ߦଌ༧ใͳͲΛ؍ؾͨ ɻ͢͜ͷͨΊɺؾிͰฏ

��  �݄͔Βؾۭߤ෦ʹ*40����ʹͮ͘ج࣭ϚωδϝϯτγεςϜΛಋೖͯ͠ ɺؾۭߤใͷ

ద࣌దͳఏڙΛܧଓ͢Δͱͱʹɺར༻ऀͷຬ্Λ׆ͨ͠ࢦಈΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

平成24年に提供を開始する緻密な数値予報モデル

平成 24 年（2012 年）2月 7 日の事例で、東京国際空港周辺の平面図（上図）や A-B 間の予
想断面図（下図）。このように、東京国際空港及びその周辺の上空の風や気温などを細かく予
想できます。
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